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I章大森第六小学校における「共感的理解志向の社会科」の誕生

（２）大田区立大森第六小学校の元研究同人からの聞き取りを軸にして

①田中先生への聞き取り調査に至るまで

①－１なぜ，大森第六小学校か

平成13年３月30日，東京都大田区に住んでいる田中かよ子先生①に会うことができた。前日に大森第六小

学校の教頭先生が，田中先生と連絡をとってくれたおかげであった．

長い間，中野重人の『社会科評価の理論と方法』に載っている大森第六小学校の「わたしたちのくらしと

ゴミ」（以下，「ごみの学習｣）の指導案がどのような経緯で生まれてきたのかを，作成に携わった田中先生

からじかにお聞きしたいと思っていた．この指導案に見られる教授方略こそ，まさに「共感的理解志向の社

会科」そのものだからである．この教授方略が生まれた経緯を明らかにすることは，「共感的理解志向の社

会科」誕生の経緯（少なくともその一つのケース）を明らかにすることになる．また，筆者自身，大森第四

小学校の卒業生であり，母校の近くの小学校の実践ということで個人的な興味もあった．

・３月29日に大田区教育委員会を訪ねた．応対してくれた浦部指導主事から，田中かよ子という先生には心

当たりがないから，もう退職されているか，他区に出られているのだろうということ,、しかし大森第六小学

校の研究物なら池上本門寺近くにある大田区教育センターに保存されているということを告げられた．浦部

指導主事がセンターに電話をしてくれ，研究物が確かにあることを確かめるとともに，これから筆者が行く

ので閲覧の便宜を図ってくれるようお願いをしてくれた．

雨の降るなか，蒲田から池上線に乗り二駅先の池上駅で降りた．池上には，筆者の高校時代の友人が今も

住んでいる．彼は大学を卒業した後，国家公務員試験を受け文部省のキャリアになった．本門寺の御会式の

ときに来ないかと誘われたことがある．筆者がまだ大学生だった頃の話である．そのときは用事があってい

けなかった．したがってク本門寺には小学１年生のときの遠足以来行っていない．

教育センターは駅から歩いて５～６分のところ，本門寺がある小山の麓にあった．駅前の商店街を抜け，

池上本門寺の石段を正面に見て右手に折れたところに池上小学校がある．さらにその奥が大田区会館で，セ

ンターはその４階であった．

受付で来意を告げると，職員の方が書架から，研究紀要と指導案集をとってきてくれた.研究紀要を読み，

大森第六小学校の当時の研究テーマが「一人一人の学ぶ力を高める指導の工夫一特に関心・態度の評価を

通して－」であったことをはじめて知った．昭和56年12月に行われた公開研究会当日に配付された研究紀

要には，テーマ設定の理由について，次のように書かれている②．
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新しい学習指導要領が実施され，「自ら考え正しく判断できる子どもの育成」という教育理念を生かすため，

本校では，「よく考えてやりぬく子ども」を教育目標の重点にすえ，教科指導（国語・社会・算数・理科）の領

域からその実現をめざす研究に取り組んだ．

本テーマの設定にあたっては，子供の実態分析結果をよりどころにしながらも，知識や技能などの特定の能力

育成に片寄りがちな指導の反省，さらに子供が生涯にわたって生きてはたらくであろう能力や態度を育てること

をも志向し，研究をすすめてきた．

これをさらに詳しく説明した文章には,｢子供一人一人の情意面を的確に見取り，それを高める指導を試み，
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現在もっている諸能力を十分発揮させ，子ども自身が自己を変革させる力を育て」ることをより具体的な方

針とすること，そして「学ぶ力」をつけることを目標とすると書かれている③．さらに「学ぶ力」を定義し，

「『学ぶ力』とは，特定の能力をさすのではなく，『言語や操作活動を通して，学習のサイクル（問題の意識

化→探求→整理・発展）を子ども自身が回転させ，自らの論理を構成し，自己を確立していく意欲や態度で

ある』と把えた｣④としている．要するに自分なりの考えをもとうとする意欲と実際に自分なりの考えを持

つことのできる力をもった人間の育成がめざされていたのである．

このように「自己を確立していく意欲や態度」を育てるとは書かれているが，「共感的理解」という言葉

も「自らできることに取り組む」という言葉も見られない．したがって，「共感的理解志向の社会科」は大

森第六小学校全体の研究の中から生まれてきたというよりは，社会科部会の部員の相互作用のなかで，すな

わち，大森第六小学校全体の研究テーマを社会科という教科におろしてきたときには，どのような力を育て

ればよいのか，そのためにどのような授業を構成すればよいのかを話し合う中で，生み出されたものという

ことになるのであろう．

昭和56年度当時,社会科部会には,田中かよ子（１年１組担任；研究推進委員)，市原範子（４年１組担任)，

菅良則（５年２組担任）の３人がいた．研究推進委員でもある田中先生は，社会科部会を理論的にも実践的

にもリードしていく役割を担っていた．

教育センターで，これまで見たことのなかった「ごみの学習」の指導案の「本時の展開」以外の部分も読

むことができた．「本時の展開」部分だけを読んだときよりも，単元への導入がずっと丁寧に且つ子どもた

ちの知的興味を掻き立てるように工夫されたものであることがわかった．また，指導案の項目名から，児童

中心主義の教育思想あるいは「社会科の初志をつらぬく会」（以下，「初志の会｣）の影響を受けていること

が推測できた．「ごみの学習」は研究紀要に社会科編の〈実践事例２＞として載せられており，「子供の追求

心を大切にする社会科」というタイトルがつけられている．はじめの項目が「１．単元名｣，次の項目が「２．

本単元と子供のすがた」となっており，ここが上に述べたような教育思想なり「初志の会」なりの影響を感

じさせられたところである．一般的には「本単元と子供のすがた」とせずに，単に「単元について」としか

書かないからである．もちろん，そこに児童の実態が書かれている場合であってでもである．

「本単元と子供のすがた」は，次のような書き出しで始まる．

「え－！ごみなんか調べるの．きたないなあ.」本単元に入る前，「各自の家から出るゴミを調べてみよう」と

いったときの子どもたちの第一声である．各家庭で出るごみは子供たちにとって縁のないものであり，汚いもの

でしかなかった．自分でゴミを捨てた経験のある子供もかなりいるのだが，もちろん自分から進んで手伝ったわ

けではない．しかし，子供たちに授業の中で，東京都の１日のゴミの壁がゴミ容器を立てて富士山の230倍であ

るということ，横に並べて山の手線で22.5周もあることを具体的に示したときの驚きが，そのまま子供たちの課

題意識へとつながっていった．

中野重人の著書で「本時の展開」部分だけを読んだときに受けた印象はウもっと性急に「ゴミを減らすた

めに私たちにもできることはないだろうか」と子どもたちに考えさせている授業というものであったが，知

的興味をかなり大事にした授業だったと印象を新たにした．いよいよ田中先生に会う必要を感じた．

そこで帰り道，大森第六小学校に寄り，田中先生のご住所なり転勤先を教えてもらうことにした．池上線

で再び蒲田に戻り，教えられたとおり東口から大森行きのバスに乗った．大森西２丁目で降りるようにと教

えられたのだが，間違えて一つ手前の富士見橋という停留所で降りてしまった．しかし，その停留所のそば

を流れている川は，筆者の知っている川であった．中学生の頃，この川沿いに自転車で池上の大田区立図書
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